






























人工妊娠中絶に関する文献は、実施件数が比較的多いとされる日本よりも、政治的、法的、

倫理的争点として激しく議論されているアメリカのように海外でより多く発表されている。

人種や宗教による性行動や中絶への態度の差異といったテーマ以外にも、中絶を受ける(あ

るいは受けた)女性の心理の研究、出生前診断や遺伝子カウンセリング、など日本で見ら

れない幾つかの点が論じられている。前者は精神的ストレスに対処するためのカウンセリ

ングが医療の一環として日常に根付いている伝統を、後者は最先端医療技術と個人の現実

としてのりプロダクティブ－デシジョンが、中絶が on　demand で認められる法的文脈の

上で交差する現代的課題を反映する。

この文献レビューでは、1990 年以降に出版された文献を"induced　abortion"″

unwanted/unplanned　pregnancy"をキーワードに MedLine、PsycINFO、医学中央雑誌を中

心として検索し、その中から本研究班のテーマ、及びサブテーマに関わるものを選んで論

じる。


